【エッセイ】日本語をローマ字で書くということ : 言語時評・七 by 工藤 力男
竹
西
寛
子
氏
の
エ
ッ
セ
イ
集
『
国
語
の
時
間
』（
河
出
文
庫
）
に
、
ヴ
ェ
ル
レ
ー
ヌ
の
詩
の
訳
語
か
ら
書
き
お
こ
し
た
文
章
が
あ
る
。
上
田
敏
が
「
秋
の
日
の
ヰ゛
オ
ロ
ン
の
」
と
訳
し
た
「
ヰ゛
オ
ロ
ン
」
が
、
明
治
文
學
全
集
の
総
索
引
に
は
、
ヴ
ァ
ィ
オ
リ
ン
、
ヴ
ヮ
ヰ
オ
リ
ン
、
ヴ
ィ
オ
リ
ン
、
ビ
オ
ロ
ン
、
ヰ
オ
ロ
ン
、
び
お
ろ
ん
、
わ
い
お
り
ん
、
バ
ヨ
リ
ン
鼓
弓
な
ど
廿
の
表
記
が
あ
る
と
い
う
。
こ
れ
を
読
ん
で
た
だ
ち
に
思
い
う
か
べ
た
の
が
「
ギ
ョ
エ
テ
と
は
ざ
れ
く
俺
の
こ
と
か
と
ゲ
ー
テ
言
ひ
」
と
い
う
古
い
戯
句
で
あ
る
。
作
者
も
出
典
も
し
ら
な
い
が
、
日
本
語
と
音
韻
構
造
の
異
な
る
西
洋
の
言
葉
を
、
少
し
で
も
原
語
に
近
く
仮
名
に
写
す
べ
く
苦
闘
し
た
先
人
た
ち
の
努
力
が
偲
ば
れ
る
句
で
あ
る
。
同
じ
総
索
引
で
「
ゲ
ー
テ
」
を
調
べ
た
と
こ
ろ
、
ゲ
ー
テ
、
ギ
ョ
オ
テ
、
ゴ
エ
テ
、
ギ
ョ
エ
テ
、
ギ
ョ
ー
テ
・
ゴ
ヱ
ー
テ
な
ど
廿
種
類
ほ
ど
に
な
っ
た
。
綴
り
は
同
じ
で
も
、
外
語
は
読
み
手
の
母
語
の
音
韻
法
則
に
よ
る
変
形
を
う
け
る
。
英
語
で
は
チ
ャ
ー
ル
ズ
に
近
く
読
ま
れ
るC
har-
les
が
、
フ
ラ
ン
ス
語
で
は
シ
ャ
ル
ル
に
近
く
読
ま
れ
る
な
ど
の
こ
と
を
、
わ
た
し
た
ち
は
初
級
フ
ラ
ン
ス
語
の
教
室
で
教
わ
る
。
学
部
の
同
僚
、
高
原
照
広
氏
は
、T
A
K
A
H
A
R
A
Teruhiro
を
フ
ラ
ン
ス
で
は
ま
と
も
に
読
ん
で
も
ら
え
な
い
と
い
う
。
米
国
在
住
の
日
本
人
ひ
ろ
み
さ
ん
が
、
イ
タ
リ
ア
人
に
は
イ
ロ
ミ
、
米
国
人
に
は
ハ
イ
ロ
オ
ミ
イ
と
読
ま
れ
た
と
い
う
（
朝
日
新
聞2004.11.21
「
多
摩
マ
リ
【
エ
ッ
セ
イ
】
日
本
語
を
ロ
ー
マ
字
で
書
く
と
い
う
こ
と
―
―
言
語
時
評
・
七
―
―
工
藤
力
男
86
オ
ン
」
欄
）。
か
か
る
話
は
無
数
に
あ
る
。
ロ
ー
マ
字
（
ラ
テ
ン
文
字
）
に
よ
る
表
記
が
他
言
語
で
不
本
意
に
読
ま
れ
る
か
ら
と
い
っ
て
も
、
旅
人
が
異
言
語
圏
に
入
る
た
び
に
名
前
の
綴
り
を
か
え
る
わ
け
や
な
ぎ
に
は
ゆ
か
な
い
。
漢
字
文
化
圏
も
同
じ
で
、
日
本
人
の
柳
さ
ん
が
北
京
語
で
は
リ
ゥ
さ
ん
に
、
朝
鮮
語
で
は
ユ
さ
ん
に
な
る
。
洋
の
東
西
を
と
わ
ず
、
同
文
異
言
語
間
に
お
こ
る
当
然
の
帰
結
で
あ
る
。
五
千
と
も
六
千
と
も
い
わ
れ
る
世
界
じ
ゅ
う
の
言
語
、
そ
の
い
ず
れ
の
話
者
に
も
正
確
に
読
ま
れ
る
表
記
法
は
あ
り
ず
、
自
己
の
言
語
の
論
理
に
従
う
以
外
に
す
べ
は
な
い
。
英
語
が
世
界
語
に
近
い
地
位
に
あ
る
に
し
て
も
、
世
界
じ
ゅ
う
の
言
語
を
英
語
式
に
書
く
こ
と
は
不
可
能
で
、
適
切
に
表
記
で
き
な
い
音
は
ど
う
し
て
も
残
る
道
理
で
あ
る
。
ア
ジ
ア
の
言
語
の
卑
近
な
実
例
を
、
岩
波
ホ
ー
ル
の
映
画
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
か
ら
拾
っ
て
み
よ
う
。
六
年
前
の
『
山
の
郵
便
配
達
』
ピ
ン
イ
ン
で
は
、
ス
タ
ッ
フ
の
氏
名
が
、
漢
字
・
音
・
片
仮
名
で
、
監
督：
霍
建
起H
uo
Jianqi
フ
ォ
・
ジ
ェ
ン
チ
イ
、
編
集
：
甘
欣
蓉G
an
X
inrong
ガ
ン
・
シ
ン
ル
ゥ
オ
ン
と
あ
る
。qi
とxin
は
音
の
原
則
を
知
ら
ぬ
人
を
悩
ま
せ
る
に
違
い
な
い
。
朝
鮮
語
も
同
様
で
、
三
年
前
の
『
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
家
』
の
監
督
は
、
漢
字
・
ロ
ー
マ
字
・
片
仮
名
で
、
李
廷
香LE
E
Jeong−H
yang
イ
・
ジ
ョ
ン
ヒ
ャ
ン
と
書
か
れ
、
同
年
の『
酔
画
仙
』は
、
主
演
男
優
：
崔
岷
植C
H
O
I
M
in−sik
チ
ェ
・
ミ
ン
シ
ク
、
主
演
女
優
：
安
聖
基A
H
N
Sun−ki
ア
ン
・
ソ
ン
ギ
と
あ
る
。
ハ
ン
グ
ル
の
ロ
ー
マ
字
転
写
方
式
を
知
ら
な
い
人
に
は
相
当
に
難
し
い
だ
ろ
う
。
世
界
が
狭
く
な
り
、
人
の
交
流
が
進
む
に
つ
れ
て
、
こ
の
問
題
は
い
よ
い
よ
難
し
く
な
っ
た
。
野
口
恵
子
『
か
な
り
気
が
か
り
な
日
本
語
』（
集
英
社
新
書2004
）
に
よ
る
と
、
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
サ
ッ
カ
ー
日
本
チ
ー
ム
の
監
督
だ
っ
た
人
を
「
ト
ル
シ
エ
」
と
書
く
の
は
、
お
よ
そ
フ
ラ
ン
ス
語
ら
し
か
ら
ぬ
表
記
な
の
だ
と
い
う
。
そ
し
て
、
日
仏
両
言
語
の
差
を
突
い
て
野
口
氏
は
次
の
よ
う
に
の
べ
て
い
る
。
フ
ラ
ン
ス
人
の
ほ
う
も
、
日
本
の
企
業
を
「
オ
ン
ダ
」「
ヤ
マ
ア
」「
ギ
ャ
ワ
ザ
キ
」「
ミ
ツ
ビ
チ
」「
イ
タ
シ
」
と
呼
ん
で
は
ば
か
ら
な
い
。
小
泉
純
一
郎
首
相
の
フ
ァ
ー
ス
ト
ネ
ー
ム
に
い
た
っ
て
は
、
正
し
く
発
音
さ
れ
た
た
め
し
が
な
い
。
ロ
ー
マ
字
表
記
を
フ
ラ
ン
ス
語
式
に
読
め
ば
、「
ジ
ュ
ニ
シ
ロ
」
に
な
る
の
で
、
こ
う
呼
ば
れ
る
の
は
い
た
し
か
た
な
い
が
、
な
ぜ
か
イ
タ
リ
ア
語
読
み
に
し
て
「
ユ
ニ
キ
ロ
」
と
発
音
す
る
ニ
ュ
ー
ス
キ
ャ
ス
タ
ー
も
い
る
。（pp.93−94
）
「
ユ
ニ
キ
ロ
と
は
俺
の
こ
と
か
と
純
一
郎
言
い
」で
あ
る
。Junichiro
と
書
か
れ
た
の
だ
ろ
う
が
、
こ
れ
に
は
、
ド
イ
ツ
語
式
の
ユ
ニ
ヒ
ロ
、
ス
ペ
イ
ン
語
式
の
フ
ニ
チ
ロ
の
読
み
も
覚
悟
す
る
必
要
が
あ
る
。
87
一
昨
年
来
、
本
誌
に
わ
た
し
の
名
の
で
る
こ
と
が
多
く
な
る
と
、
裏
表
紙
を
み
た
数
人
か
ら
指
摘
さ
れ
た
、
な
ん
じ
ロ
ー
マ
字
綴
り
奇
怪
な
り
、
と
。W
am
yoo−ruiju−shoo
（
和
名
類
聚
抄
）、K
U
D
O
O
（
工
藤
）
のO
の
連
続
に
つ
い
て
で
あ
っ
た
。
世
に
流
通
し
て
い
る
表
記
方
式K
U
D
O
が
導
く
音
形
か
ら
、
わ
た
し
が
思
い
う
か
べ
る
日
本
語
は
「
竈
」
か
「
苦
土
」
で
あ
る
。K
U
D
O
U
と
綴
る
と
、O
U
の
部
分
で
ク
ド
‐
ウ
と
わ
っ
て
読
ま
れ
る
。
孔
子
が
子
牛
に
も
な
る
―
の
で
あ
る
。K
U
D
O
の
よ
う
に
長
音
符
を
つ
け
る
と
語
頭
よ
り
語
末
が
高
く
て
ぶ
ざ
ま
で
あ
る
。
そ
こ
でK
U
D
O
O
と
し
た
の
だ
が
、
こ
れ
は
我
流
で
は
な
い
。
内
閣
告
示
「
ロ
ー
マ
字
の
つ
づ
り
方
」
（1954
）
の
「
そ
え
が
き
」
の
四
「長
音
は
母
音
字
の
上
に
＾
を
つ
け
て
表
す
。な
お、
大
文
字
の
場
合
は
母
音
字
を
並
べ
て
も
よ
い
。」
に
従
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
ん
な
規
則
は
し
ら
な
か
っ
た
と
い
う
人
が
多
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
も
っ
と
も
、K
U
D
O
O
式
の
綴
り
は
、
例
え
ば
東
京
の
地
名
「
広
尾
」
の
綴
りH
IR
O
O
と
同
じ
に
な
る
缺
点
が
あ
る
。（
か
か
る
延
ば
す
音
の
音
韻
論
的
解
釈
に
つ
い
て
、
金
田
一
春
彦
「『
里
親
』
と
『
砂
糖
屋
』
―
―
〈
引
き
音
節
の
提
唱
〉
―
―
」（『
國
語
と
國
文
學
』
第
二
十
七
巻
一
号1950
）
に
始
ま
る
論
争
が
あ
っ
た
が
、
本
稿
で
は
ふ
れ
な
い
。）
主
に
西
洋
に
む
け
て
日
本
語
を
発
信
す
る
際
に
用
い
る
文
字
は
歴
史
の
偶
然
に
左
右
さ
れ
る
。
十
九
世
紀
に
南
下
し
て
き
た
ロ
シ
ア
と
国
交
を
結
ん
で
い
た
ら
、
あ
る
い
は
先
の
敗
戦
後
に
ソ
連
軍
に
占
領
さ
れ
て
い
た
ら
、
キ
リ
ル
文
字
・
ロ
シ
ア
語
式
の
綴
り
が
行
わ
れ
た
だ
ろ
う
。
幕
末
の
開
国
が
米
国
と
の
間
で
始
ま
り
、
敗
戦
後
の
統
治
が
米
軍
下
で
な
さ
れ
た
の
で
、
ロ
ー
マ
字
に
よ
る
英
語
式
の
綴
り
が
普
及
し
た
、
そ
れ
だ
け
の
話
で
あ
る
。
右
に
示
し
た
内
閣
告
示
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
日
本
人
が
ロ
ー
マ
字
綴
り
を
み
る
機
会
は
道
路
標
識
・
駅
名
・
行
政
区
画
の
表
示
が
最
も
多
か
っ
た
。
あ
れ
は
連
合
国
最
高
司
令
部
の
二
号
指
令
（1945.9
）
に
よ
る
、
進
駐
軍
の
た
め
の
表
示
な
の
だ
が
、
日
本
人
は
あ
れ
こ
そ
正
式
の
ロ
ー
マ
字
綴
り
と
思
い
こ
ん
で
し
ま
っ
た
の
だ
。
占
領
下
、
ロ
ー
マ
字
の
検
定
教
科
書
で
も
、
綴
り
か
た
は
戦
前
に
き
ま
っ
た
訓
令
式
を
基
準
と
し
て
ヘ
ボ
ン
式
も
可
と
し
、
選
択
は
採
用
者
に
任
せ
て
自
主
性
を
重
ん
じ
た
。
時
代
で
あ
る
。
内
閣
告
示
に―
よ
る
長
音
符
の
変
化
は
、
教
科
書
の
標
題
、”N
O
H
A
R
A
E
IK
O
”
（
教
育
図
書1950
）
と”R
ôm
azi
K
okugo”
（
教
育
出
版1954
）
に
反
映
し
て
い
る
。
仮
定
の
話
だ
が
、
安
土
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
宣
教
師
な
ら
藤
吉
郎
をTôqichiro ˆ
、
長
崎
の
オ
ラ
ン
ダ
商
館
長
な
ら
将
軍
吉
宗
をJosim
oene
、
横
浜
村
の
ア
メ
リ
カ
人
宣
教
医
ヘ
ボ
ン
な
ら
将
88
軍
慶
喜
をYoshinobu
と
、
そ
れ
ぞ
れ
書
い
た
だ
ろ
う
。
ヘ
ボ
ン
の
表
記
が
な
じ
み
ぶ
か
い
の
は
、
そ
の
人
の
名
を
と
ど
め
る
ヘ
ボ
ン
式
ロ
ー
マ
字
綴
り
が
、
す
な
わ
ち
英
語
式
の
綴
り
だ
か
ら
で
あ
る
。
わ
た
し
の
小
学
生
時
代
は
ロ
ー
マ
字
熱
の
最
高
期
、
ロ
ー
マ
字
の
学
習
時
間
は
四
年
生
以
上
で
年
間
四
十
時
間
を
超
え
た
。
だ
が
、
占
領
が
終
る
と
急
速
に
減
少
し
た
。
現
行
の
小
学
校
学
習
指
導
要
領
の
解
説
書
に
は
、「
日
常
使
わ
れ
る
簡
単
な
単
語
に
つ
い
て
、
ロ
ー
マ
字
で
表
記
さ
れ
た
も
の
を
読
み
、
ま
た
、
ロ
ー
マ
字
で
書
く
こ
と
」
と
あ
る
だ
け
で
、
配
当
時
間
数
に
は
言
及
し
な
い
。
国
語
教
科
書
の
実
態
は
、
四
年
生
用
の
巻
末
に
四
な
い
し
六
時
間
程
度
の
教
材
を
の
せ
る
こ
と
が
多
い
と
い
う
（『
新
版
現
代
学
校
教
育
大
事
典
』
ぎ
ょ
う
せ
い2002
）。
今
の
小
学
生
は
そ
れ
だ
け
の
時
間
で
、
日
本
語
の
音
韻
体
系
に
基
づ
く
、
音
素
主
義
の
訓
令
式
ロ
ー
マ
字
綴
り
を
学
ぶ
の
で
あ
る
。
だ
が
、
彼
ら
が
ふ
だ
ん
接
す
る
綴
り
は
、
ほ
と
ん
ど
英
語
の
音
韻
体
系
に
準
拠
す
る
音
声
主
義
の
ヘ
ボ
ン
式
な
の
で
、
中
学
校
入
学
以
前
に
そ
れ
を
忘
れ
て
し
ま
う
。
中
学
校
の
英
語
の
時
間
は
ヘ
ボ
ン
式
専
用
で
、
国
語
教
育
の
非
力
が
露
呈
す
る
。
世
に
は
、
日
本
語
の
ロ
ー
マ
字
表
記
と
英
語
の
綴
り
を
同
一
基
準
で
考
え
る
傾
向
が
あ
る
。
だ
が
、
内
閣
告
示
「
ロ
ー
マ
字
の
つ
づ
り
方
」
の
前
文
に
よ
る
と
、「
国
際
的
関
係
そ
の
他
従
来
の
慣
例
を
に
わ
か
に
改
め
が
た
い
事
情
に
あ
る
場
合
に
限
り
、
第
二
表
に
掲
げ
た
つ
づ
り
方
に
よ
っ
て
も
よ
い
」
の
で
あ
る
。
第
一
表
が
訓
令
式
で
、
第
二
表
の
廿
二
の
音
節
は
ヘ
ボ
ン
式
が
三
分
の
二
を
占
め
る
。
こ
こ
に
い
う
「
国
際
的
関
係
」
は
英
語
社
会
へ
の
配
慮
だ
と
い
え
よ
う
。
三
十
年
前
に
決
着
し
た
国
際
標
準
化
機
構
（ISO
）
の
規
格
も
第
一
表
式
で
あ
る
。
だ
が
、
現
実
の
行
政
に
標
準
化
へ
の
努
力
の
か
け
ら
も
み
え
ず
、
お
か
の
あ
つ
の
ぶ
氏
に
「
建
設
省
が
、
ロ
ー
マ
字
の
道
路
標
識
に
つ
い
て
、
ヌ
エ
的
な
態
度
を
と
っ
て
い
る
の
は
、
無
知
・
無
能
だ
か
ら
で
あ
る
」（「
ロ
ー
マ
字
」
国
語
教
育
研
究
所
編
『
国
語
教
育
研
究
大
辞
典
』
明
治
図
書1988
）
と
批
判
さ
れ
る
実
態
が
あ
る
。
お
か
の
氏
の
記
述
の
意
味
を
汲
み
と
り
か
ね
る
人
も
あ
る
に
違
い
な
い
の
で
、
国
際
標
準
化
機
構
の
規
格
決
定
の
経
過
を
略
述
す
る
。
千
九
百
七
十
五
年
一
月
廿
三
日
、
そ
の
機
構
は
ヘ
ボ
ン
式
に
手
を
加
え
た
米
国
式
に
統
一
す
べ
く
、
六
ヶ
月
後
ま
で
に
投
票
せ
よ
、
と
通
知
し
た
。
こ
れ
は
加
盟
四
十
ヶ
国
の
四
分
の
三
の
多
数
決
で
き
ま
る
が
、
一
件
の
書
類
に
は
日
本
側
の
言
い
分
が
な
い
の
み
な
ら
ず
、
「
ヘ
ボ
ン
式
は
一
番
古
く
か
ら
の
」、「
日
本
ド
キ
ュ
メ
ン
テ
イ
シ
ョ
ン
協
会
も
訓
令
式
を
推
薦
で
き
な
い
と
考
え
て
い
る
」
と
い
う
事
実
誤
認
の
説
明
が
つ
い
て
い
た
。
原
案
を
ま
と
め
た
米
国
規
格
協
会
が
89
特
に
熱
心
で
、
背
後
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
会
社
の
意
向
が
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
そ
の
四
年
前
の
総
会
で
は
審
議
未
了
に
な
っ
て
日
本
側
は
安
心
し
て
い
た
が
、
翌
年
の
小
委
員
会
で
日
本
代
表
の
缺
席
中
に
事
が
進
ん
で
し
ま
っ
た
の
だ
と
い
う
。
そ
の
一
昔
余
り
前
、
米
国
の
議
会
図
書
館
か
ら
、
図
書
目
録
の
ヘ
ボ
ン
式
へ
の
書
き
か
え
を
頼
ま
れ
た
国
会
図
書
館
長
が
そ
れ
を
決
定
し
た
と
こ
ろ
、
数
百
万
枚
の
カ
ー
ド
変
更
は
大
混
乱
に
な
る
、
と
労
働
組
合
が
反
対
し
て
決
定
が
宙
に
う
い
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
二
の
舞
い
を
ふ
む
事
態
が
迫
っ
た
の
で
あ
る
。
慌
て
た
日
本
側
は
、
事
務
処
理
に
あ
た
っ
て
い
た
工
業
技
術
院
標
準
部
が
対
策
を
急
ぎ
、
同
機
構
と
各
国
の
関
係
機
関
に
採
決
の
延
期
と
訓
令
式
で
の
再
検
討
と
を
要
請
し
た
。
運
動
は
功
を
奏
し
、
翌
年
五
月
、
日
本
語
の
ロ
ー
マ
字
表
記
は
訓
令
式
を
考
慮
し
、
日
本
の
国
内
対
策
委
員
会
と
相
談
し
て
新
し
い
原
案
を
作
る
、
と
き
ま
っ
た
。
言
語
表
記
変
換
作
業
小
委
員
会
の
幹
事
国
が
米
国
か
ら
フ
ラ
ン
ス
に
か
わ
り
、
日
本
の
た
ち
ば
を
尊
重
し
た
の
だ
と
い
う
（
朝
日
新
聞1975.4.12
夕
刊
「
今
日
の
問
題
」、
同1976.7.2
朝
刊
社
説
）。
そ
ん
な
こ
と
は
、
か
つ
て
多
く
の
日
本
人
に
は
関
わ
り
の
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
外
国
旅
行
の
一
般
化
で
そ
れ
が
俄
か
に
身
近
な
問
題
に
な
っ
た
。
旅
券
の
発
行
を
申
請
す
る
に
は
氏
名
を
ロ
ー
マ
字
で
書
か
な
く
て
は
な
ら
ず
、
し
か
も
内
閣
告
示
の
本
則
で
あ
る
第
一
表
は
訓
令
式
な
の
に
、
旅
券
法
で
は
ヘ
ボ
ン
式
綴
り
の
署
名
を
求
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
お
か
の
氏
に
よ
る
と
、
日
本
の
外
務
省
が
戦
前
か
ら
の
行
き
が
か
り
に
囚
わ
れ
て
い
る
の
だ
と
い
う
。
だ
が
皮
肉
な
こ
と
に
、
見
な
れ
て
い
る
ロ
ー
マ
綴
り
は
第
一
表
な
ら
ぬ
ヘ
ボ
ン
式
な
の
で
、
大
し
て
当
惑
せ
ず
に
す
む
の
で
あ
る
。
問
題
は
長
音
表
記
で
あ
る
。
日
本
人
の
ロ
ー
マ
字
表
記
に
お
い
て
、
氏
‐
名
の
順
が
漸
増
傾
向
に
あ
る
こ
と
は
喜
ば
し
い
が
、
母
音
の
長
短
に
は
無
頓
着
な
人
が
多
い
。
い
な
む
し
ろ
、
ほ
と
ん
ど
無
視
さ
れ
る
の
が
実
情
で
あ
る
。
例
え
ば
、
小
野
と
大
野
、
曽
田
と
宗
田
、
戸
山
と
遠
山
、
小
太
郎
と
孝
太
郎
、
与
一
と
陽
一
、
朱
山
と
周
山
を
、
そ
れ
ぞ
れ
同
じ
綴
り
で
書
い
て
意
に
介
し
な
い
の
は
不
思
議
な
こ
と
で
あ
る
。
自
己
同
一
性
の
主
張
と
し
て
、
ロ
ー
マ
字
綴
り
で
も
長
音
は
長
音
と
し
て
書
く
こ
と
こ
そ
、
正
当
な
日
本
語
感
覚
で
あ
ろ
う
。
プ
ロ
野
球
の
大
打
者
で
あ
っ
た
王
貞
治
選
手
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
に
は
、
ロ
ー
マ
字
でO
H
と
あ
っ
た
。
王
選
手
の
背
番
号
は
１
な
の
で
、
そ
の
真
上
に

と
あ
っ
た
ら
、
い
さ
さ
か
奇
妙
で
も
あ
っ
た
ろ
う
。
こ
の
綴
り
が
選
ば
れ
た
事
情
は
知
ら
な
い
が
、
英
語
の
感
嘆
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詞”O
h”
を
か
り
た
の
だ
ろ
う
か
。
毎
晩
の
よ
う
に
ブ
ラ
ウ
ン
管
に
王
選
手
の
勇
姿
と
背
の
文
字
を
み
て
い
る
う
ち
に
、
長
音
は



で
書
く
の
だ
と
い
う
意
識
が
日
本
人
社
会
に
広
ま
っ
た
の
か
、
や
が
て
世
上
に
そ
の
表
記
を
多
く
み
る
よ
う
に
な
っ
た
。

が
語
末
の
文
字
だ
と
み
な
す
と
、
こ
れ
は
案
外
う
ま
い
方
式
だ
と
思
う
。
わ
た
し
の
し
っ
て
い
る
わ
ず
か
な
外
語
に
、
語
末
の

音
を
発
音
す
る
も
の
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
語
中
の

に
も
同
じ
効
果
を
期
待
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
例
え
ばY
O
H
E
I
と
い
う
綴
り
に
は
、
ヨ
ー
エ
イ
か
ヨ
ヘ
イ
か
を
判
別
す
る
手
だ
て
は
な
い
の
で
、
別
の
規
則
を
設
け
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
本
稿
を
書
き
す
す
め
る
う
ち
に
、
埼
玉
短
期
大
学
の
平
林
一
利
氏
の
教
示
で
、O
H
方
式
の
意
外
な
展
開
を
し
っ
た
。
従
来
の
旅
券
法
施
行
規
則
（
平
成
元
年
十
二
月
八
日
外
務
省
令
第
十
一
号
）
で
は
、
第
五
条
「
２
前
項
の
氏
名
は
ヘ
ボ
ン
式
ロ
ー
マ
字
に
よ
っ
て
旅
券
面
に
表
記
す
る
。
云
々
」
と
あ
り
、
た
だ
し
、
外
務
大
臣
又
は
領
事
官
が
認
め
る
特
別
の
ば
あ
い
に
限
っ
て
他
の
表
記
を
容
認
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
外
務
大
臣
官
房
領
事
移
住
部
旅
券
課
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
次
の
よ
う
に
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
平
成
１２
年
４
月
１
日
か
ら、
氏
名
に
こ
の
よ
う
な
「オ
」の
長
音
が
含
ま
れ
る
場
合、
（中
略
）ヘ
ボ
ン
式
ロ
ー
マ
字
表
記
又
は
O
H
に
よ
る
長
音
表
記
の
い
ず
れ
か
の
表
記
方
法
を
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。（以
下
略
）
旅
券
法
の
施
行
規
則
で
は
五
年
前
に”O
H
”
が
認
め
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
だ
が
、
こ
れ
に
は
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
二
つ
あ
る
。
第
一
、
長
音
の
表
記
に
お
い
て
延
ば
す
部
分
をH
で
書
く
こ
と
が
オ
列
音
だ
け
に
認
め
ら
れ
て
、
他
の
音
に
認
め
ら
れ
な
い
の
は
な
ぜ
か
。
第
二
、
外
務
省
の
考
え
る
「
ヘ
ボ
ン
式
表
記
」
は
、
オ
列
の
長
音
と
短
音
を
書
き
わ
け
な
い
方
式
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
解
釈
は
正
し
い
か
。
続
け
て
掲
げ
ら
れ
た
「
記
載
す
る
こ
と
が
で
き
る
ロ
ー
マ
字
表
記
一
覧
」
に
は
左
記
の
例
が
あ
が
っ
て
い
る
。
上
段
が
ヘ
ボ
ン
式
、
下
段
がO
H
方
式
な
の
だ
ろ
う
。
オ
オ
ノ
コ
オ
リ
コ
ウ
ノ
オ
ウ
ギ
O
N
O
K
O
R
I
K
O
N
O
O
G
I
O
H
N
O
K
O
H
O
R
I
K
O
H
N
O
O
H
G
I
じ
つ
は
、
ヘ
ボ
ン
自
身
は
長
音
をK
O
R
I
式
で
書
い
て
は
い
な
い
の
で
あ
る
。
ヘ
ボ
ン
の
ロ
ー
マ
字
綴
り
は
英
語
式
の
音
声
主
義
な
が
ら
、
日
本
語
の
音
韻
体
系
に
即
し
た
表
記
に
漸
移
し
た
。
彼
の
編
著
書
『
和
英
語
林
集
成
』
の
三
つ
の
版
（1867,
1872,
1886
）
を
比
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べ
る
と
、
ズ
・
ヅ
はdzd
↓zu
↓zu
、
ク
ヮ
はk’w
a
↓kuw
a
↓kw
a
と
か
わ
っ
て
い
る
。
第
三
版
の
百
五
十
五
の
仮
名
表
記
に
対
応
す
る
ロ
ー
マ
字
綴
り
一
覧
表
で
長
音
を
含
む
も
の
は
、
ク
ウku¯
、
ベ
ウ
byo¯
な
ど
六
割
余
に
達
す
る
。
本
文
で
も
す
べ
て
の
長
音
が
丹
念
に
表
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
い
う
ま
で
も
な
い
。
ヘ
ボ
ン
の
綴
り
か
た
が
特
に
珍
し
い
の
で
は
な
い
。
先
に
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
宣
教
師
を
仮
定
し
た
綴
り
の”ô”
と”o ˆ”
は
、
当
時
の
日
本
語
に
あ
っ
た
オ
列
長
音
の
二
類
、
合
音
と
開
音
を
書
き
わ
け
た
も
の
で
あ
る
。
や
が
て
そ
れ
は
一
類
に
帰
し
た
が
、
江
戸
時
代
に
来
日
し
た
オ
ラ
ン
ダ
人
、
幕
末
に
来
日
し
た
英
米
人
に
も
、
長
音
は
長
音
と
し
て
書
い
た
人
が
少
な
く
な
い
。
英
語
に
限
ら
ず
、
日
本
語
と
外
語
の
対
訳
辞
書
や
語
彙
集
で
は
、
日
本
語
の
長
短
音
を
明
確
に
区
別
し
て
い
る
。
こ
れ
こ
そ
唯
一
の
正
当
な
表
記
法
な
の
で
あ
る
。
英
語
文
献
に
お
け
る
日
本
語
の
実
態
に
つ
い
て
は
全
く
暗
い
の
だ
が
、
東
京
成
徳
英
語
研
究
会
の
『



の
日
本
語
３
７
８
』（
論
創
社2003
）
に
よ
る
と
、O
xford
E
nglish
D
ictionary
に
は
、
長
音
符
つ
き
で
掲
げ
ら
れ
た
語
が
八
つ
あ
る
。
そ
の
う
ち
の
三
語
を
初
出
年
付
き
で
示
す
と
、jo¯ruri
（
浄
瑠
璃1890
）、R
o¯ju¯
（
老
中
1874
）、yu¯zen
（
友
禅
染1902
）
で
あ
る
。
さ
ら
に
「
能
」
はN
o
と
もN
oh
（1916
）
と
も
綴
ら
れ
た
。
王
貞
治
選
手
のO
H
方
式
は
九
十
年
前
の
英
語
文
献
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
日
本
語
を
深
く
理
解
し
た
英
米
人
は
、
日
本
文
学
の
英
語
訳
に
あ
た
っ
て
、
日
本
語
の
音
の
長
短
を
尊
重
し
、
鼻
音
に
続
く
母
音
に
も
留
意
す
る
こ
と
が
多
い
。
例
え
ば
、
ウ
ェ
イ
リ
ー
のR
okujo¯−in
（
六
条
院
）、
サ
イ
デ
ン
ス
テ
ッ
カ
ー
のK
agero¯
N
ikki
（
蜻
蛉
日
記
）、
キ
ー
ン
のM
an’yo¯shu¯
（
萬
葉
集
）、N
o¯
（
能
）
で
あ
る
。
世
上
に
流
布
す
る
長
短
を
区
別
せ
ぬ
書
き
か
た
を
わ
た
し
も
拒
否
す
る
。
世
界
に
は
、
音
の
長
短
が
語
の
弁
別
に
機
能
し
な
い
言
語
が
多
い
か
ら
と
い
っ
て
、
日
本
人
が
自
分
の
母
語
の
長
短
を
無
視
し
て
書
く
べ
き
で
は
な
い
。
日
本
語
は
英
語
の
方
言
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
上
引
お
か
の
氏
に
よ
る
と
、
米
国
の
「
日
本
語
研
究
者
の
あ
い
だ
で
は
内
閣
告
示
第
一
表
式
に
近
い
つ
づ
り
方
が
つ
か
わ
れ
て
い
る
」
と
い
う
。
当
然
で
あ
ろ
う
。
先
に
紹
介
し
た
よ
う
に
、
我
が
宰
相
の
名
の
読
み
か
た
が
外
語
話
者
の
母
語
に
大
き
く
影
響
さ
れ
る
こ
と
は
好
ま
し
く
な
い
。
内
閣
や
外
務
省
は
そ
れ
を
世
界
に
む
け
て
正
確
に
伝
え
る
努
力
を
す
べ
き
で
あ
る
。
我
が
内
閣
の
お
さ
の
名
な
ら
、
内
閣
告
示
の
第
一
表
の
綴
り
を
と
っ
て
長
音
表
記
に
従
い
、「
そ
え
が
き
」
の
二
「は
ね
る
音
を
表
す
n
と
次
に
く
る
母
音
字、
ま
た
は
y
と
を
切
り
離
す
必
要
が
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あ
る
場
合
に
は、
n
の
次
に
’
を
入
れ
る
。」
を
く
ん
で
、K
O
IZU
M
I
Zyun’itirô
と
書
く
の
が
筋
で
あ
る
。
か
よ
う
に
告
示
の
本
則
に
準
拠
し
て
書
く
だ
け
で
も
、
か
な
り
の
数
の
外
語
の
変
な
読
み
か
た
が
さ
け
ら
れ
る
。
右
の
よ
う
な
事
情
で
わ
た
し
は
自
分
の
氏
をK
U
D
O
O
と
書
い
エ
ス
シ
ー
て
き
た
が
、
百
八
十
八
号
の
最
終
校
正
で
、


（sm
all
capital
）
と
よ
ば
れ
る
、
丈
の
低
い
大
文
字
の
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
。
こ
れ
な
ら
語
頭
以
外
の
位
置
で
長
音
符
を
つ
け
て
も
ぶ
ざ
ま
に
な
ら
な
い
。
―
そ
こ
で
わ
た
し
は
そ
の
号
か
らK
U
D
O
に
か
え
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
あ
る
編
集
委
員
の
忠
告
で
ヘ
ボ
ン
式
に
か
え
た
音
節
の
綴
り
も
、
百
九
十
号
か
ら
訓
令
式
のruizyu−syo
に
戻
し
た
。
長
音
符
は
、
外
語
の
文
字
と
紛
れ
や
す
い”
ˆ
”
を
と
ら
ず
、
ヘ
ボ
ン
、
チ
ャ
ン
ブ
レ
ン
ら
西
方
の
偉
大
な
先
覚
が
用
い
た
、
明
示
性
の
高
い”
¯
”
を
用
い
る
。
こ
の
長
音
符
つ
き
の
文
字
が
日
本
工
業
規
格
の
欧
文
コ
ー
ド
表
（1990
）
に
な
く
て
困
る
の
だ
が
。
国
語
学
会
創
立
四
十
周
年
記
念
大
会
で
、
米
国
き
っ
て
の
日
本
語
学
者
と
い
わ
れ
た
マ
ー
テ
ィ
ン
氏
（Sam
uelE
.M
artin
）
が
、「
日
本
語
の
将
来
」
と
題
し
て
講
演
し
た
（
国
語
学
会
編
『
内
か
ら
見
た
日
本
語
、
外
か
ら
見
た
日
本
語
』
武
蔵
野
書
院1985
）。
日
本
語
へ
の
深
い
洞
察
に
み
ち
た
多
く
の
提
言
の
中
で
氏
は
、
国
際
化
の
必
然
性
を
認
識
す
べ
き
だ
と
し
て
、N
ew
York
T
im
es
で
見
た
広
告
“A
rigato
!”
が
読
め
な
い
日
本
人
は
い
な
い
は
ず
だ
か
ら
、
こ
れ
も
日
本
語
と
考
え
て
ほ
し
い
と
語
っ
た
。
外
語
人
の
日
本
語
学
習
に
お
け
る
最
大
の
障
碍
で
あ
る
漢
字
を
取
り
は
ら
う
た
め
に
、
ロ
ー
マ
字
綴
り
を
日
本
語
の
第
二
表
記
法
と
し
て
認
め
よ
と
い
う
、
も
っ
と
も
な
発
言
で
あ
る
。
昨
夏
、
こ
の
講
演
と
同
題
の
書
、
梅
棹
忠
夫
『
日
本
語
の
将
来
』
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ブ
ッ
ク
ス
）
が
刊
行
さ
れ
た
。
梅
棹
氏
の
主
張
は
単
純
明
快
、
こ
れ
か
ら
の
国
際
社
会
で
漢
字
を
使
っ
て
い
て
は
日
本
語
は
生
き
残
れ
な
い
。
よ
っ
て
ロ
ー
マ
字
化
す
べ
し
。
げ
ん
に
日
本
語
を
機
械
に
打
ち
こ
む
と
き
、
多
く
の
人
が
ロ
ー
マ
字
入
力
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、
ロ
ー
マ
字
化
は
簡
単
に
実
現
す
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
な
る
ほ
ど
、
こ
の
文
章
を
ワ
ー
ド
プ
ロ
セ
ッ
サ
ー
で
書
く
に
あ
た
っ
て
、
わ
た
し
は
ロ
ー
マ
字
で
入
力
し
た
。
そ
れ
は
、
梅
棹
氏
の
提
案
す
る
、
に
つ
ぽ
ん
き
ゅ
う
き
ゅ
う
し
き
日
本
ロ
ー
マ
字
会
の
「
９
９
式
」
綴
り
に
ほ
ぼ
相
当
す
る
。
あ
と
必
要
な
の
は
国
民
の
決
意
だ
け
で
あ
ろ
う
。
わ
た
し
は
、
日
本
語
の
第
二
表
記
法
と
し
て
ロ
ー
マ
字
を
採
用
す
る
こ
と
に
賛
成
す
る
。
そ
の
可
能
性
と
具
体
的
な
方
策
を
学
生
と
一
緒
に
考
え
る
た
め
に
、
来
年
度
の
基
礎
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の
題
目
を
「
日
93
本
語
の
未
来
」
と
し
た
。
（
二
千
五
年
早
春
）
旧
稿
訂
正
本
誌
百
八
十
九
号
所
載
「
い
た
だ
か
せ
た
が
る
日
本
人
」
の
、
２４
ペ
イ
ジ
下
段
十
二
行
め
の
『
方
言
文
法
言
語
地
図
』
を
、『
方
言
文
法
全
国
地
図
』
に
訂
正
し
ま
す
。
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